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Research Abstract

我々は、空胞系酸性顆粒が細胞の増殖と分化に対して如何なる寄与をしているかについて,選択的阻害剤を利⽤して検討してきた。本研究においては,特に
bafilomycin A_1に代表される空胞系プロトンポンプ阻害剤による,細胞増殖阻害・細胞死誘導作⽤と細胞分化誘導機構を明らかにするとともに,癌細胞の増殖を阻
害し,細胞の分化を誘導する化合物として必要な構造を検索することを⽬指した.現在までのところ、両反応は極めて類似した受容体構造を介しているが、細胞分化
は細胞膜上の受容体を介しており、リソソームのpHは恐らく関与しない点で、増殖阻害・細胞死の誘導と異なっていることが判明した。空胞系プロトンポンプ阻
害剤が,果してH^+ATPase(あるいは類似の)活性の阻害を通じて分化誘導活性を発現しているのか極めて重要で且つ興味深い点である.これを明らかにする⼀環と
して,アフィニティーカラムや新たにアフィニティー標識ブローブを作製して阻害剤結合蛋⽩質の同定を試みたが、残念ながら、今回、結論を得るのに⼗分な特性
を有するプローブを作成することはできなかった。また、空胞系プロトンポンプ阻害剤による細胞の分化誘導機構における各種情報伝達カスケードの関与を,蛋⽩
質質リン酸化と脱リン酸化酵素を中⼼に検討した結果、NGF等による分化誘導剤では⾒逃されていた未知のカスケードの存在することを明らかにすることができ
た。⼀⽅、細胞の増殖阻害・細胞死の誘導は、細胞質のpHではなくリソソームなどの酸性顆粒のpHが確かに引き⾦となっていること、空胞系プロトンポンプ阻害
剤だけでなく、塩化アンモニウムや酸性イオノフォアでも引き起こされること、新たな蛋⽩合成を必要とする反応が含まれ、分化誘導と類似した蛋⽩質のリン酸化
や脱リン酸化反応も必要とされること、等を明らかにすることができた。

[Publications] Takao Kataoka: "Prodigiosin 25-C uncouples vacuolar type H^+-ATPase,inhibits vacuolar acidification and affects glycoprotein
processing" FEBS Letters. 359. 53-59 (1995)



[Publications] Masayuki Numata: "Expression and localization of mRNA encoding 16 kD subuint of Vavuolar H^+-ATPase in rat brain" Cell Biology
International. 19. 1-7 (1995)



[Publications] Masayuki Numata: "Expression and localization of the mRNA for 15 kDa subuint of V-ATPasein the rat embryo" J.Histochemistry and
Cytochimistry. 43. 761-769 (1995)



[Publications] Tetsuo Ohta: "Expression of 16 kilodalton proteolipid of vavuolar-type H^+-ATPase inhuman pancreatic cancer." British Journal of
Cancer. 73(in press). (1996)



https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-07680765/076807651995jisseki/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);

